
13 - 18
19 - 8
26 - 20

Ｃ 22 - 16
Ａ コート

 

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 0 0 1 2 6 0 0 3 1 1 2 2 2 2 0
5 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6 0 2 4 7 11 4 6 1 0 1 1 2 1 1 0
7 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
8 * 1 3 2 6 0 0 0 0 4 4 5 1 0 0
9 * 0 4 5 10 1 1 1 3 3 6 2 2 2 0
21 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
22 0 0 0 2 2 0 1 1 0 2 2 0 1 1 0
23 * 0 1 3 6 2 4 2 0 2 2 1 2 1 0
25 0 1 3 1 3 0 0 3 1 2 3 1 0 0 0
32 * 0 2 7 11 1 1 3 1 6 7 1 2 6 0
55 * 0 2 0 2 0 0 4 4 6 10 1 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
4 21 30 58 8 13 18 10 27 37 15 11 13 0

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 0 2 6 1 1 0 1 0 1 1 2 0 0 1 0
2 * 2 7 3 9 2 2 3 0 6 6 2 1 1 0
5 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
10 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
13 * 0 0 1 2 0 2 1 1 3 4 4 0 0 0
14 0 0 1 1 1 0 0 0 2 1 3 0 1 0 0
15 * 0 3 6 9 0 0 4 6 3 9 3 0 0 2
17 * 0 0 4 8 0 0 2 1 6 7 6 3 0 0
22 * 0 2 0 0 0 0 1 0 2 2 1 1 1 0
31 0 0 0 3 7 0 0 2 5 5 10 4 0 0 1
33 0 0 6 2 2 0 0 0 0 1 1 3 0 0 0
55 0 0 1 1 3 0 2 4 0 2 2 3 2 0 1

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
4 27 24 44 2 7 17 16 30 46 26 9 3 4

２０１６年度関西学生バスケットボールリーグ戦

RATE 14.8% 54.5% 28.6%

Team / Coach: 稲垣 諒 -
合　　　計 62 200

0 - -
0 - -

加地 毅紀 4 17
野村 悠也 2 28

山川 和穂 0 17
西廣 祐輝 6 16

刈川 真輔 12 27
近土 真人 8 28

山脇 公貴 2 12
鳩崎 克洋 2 4

丸山 高弘 2 4
永嶋 勇太 2 5

高橋 龍斗 14 30
倉石 祐 0 2

ST BS MIN

難波 航太 8 10

２Ｐ ＦＴ
Ｆ

REBOUND
TO AS

龍谷大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS
３Ｐ

合　　　計 80 200
RATE 19.0% 51.7% 61.5%

0 - -
Team / Coach: 天田 英彦

0 - -
0 - -

高田 竜豪 15 32
渡辺 航 0 28

龍 季弥 8 15
佐藤 仁彦 5 10

井上 健太 0 3
辻 直弥 4 15

松浦 慎哉 7 23
諏訪 祐介 11 27

清水 雄太 24 22
前田 凌 0 5

BS MIN

垣﨑 真吾 4 18
粕谷 祐介 2 2

ＦＴ
Ｆ

REBOUND
TO AS ST

記録 関西学生バスケットボール連盟

流通科学大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS
３Ｐ ２Ｐ

勝ち点 1
試合ＮＯ 235
戦評
【総括】
関西学生バスケットボール2部リーグ戦7日目最終試合は流通科学対龍谷大学の一戦。序盤は一進一退の攻防が
続き、両チーム無得点の時間が4分にもなった。一進一退の攻防が続いたが、第3ピリオドで流科大が勢いにのる。
流科大#6清水の活躍もありその勢いのまま80-62で流科大が勝利をおさめた。
【第1ピリオド】
龍谷大の先制点ではじまる。龍谷大はマンツーマンディフェンスで流科大をおさえ得点をひろげる。流科大#8松浦を
中心に攻めていくが龍谷大#17近土のタフショットで得点をひろげさせない。第1ピリオド最後に流科大はプレスを仕
掛けオフェンスをうつすが龍谷大#15刈川のブロックで得点を防ぎ第1ピリオドを終える。
【第2ピリオド】
流れは引き続き龍谷大にあるが流科大も負けじと#8松浦が3Pシュートを沈め18-22となった。龍谷大は#15刈川と#17
近土はベンチへ下がるが#2高橋を中心に攻めつづける。残分5分から流科大の得意とするオールコートプレスを仕
掛けミスを誘い流科大#25佐藤のミドルレンジシュートでリズムを掴んでいく。流科大は残分1分40秒で#22山川のス
ティールから#6清水がレイアップを決め同点に。自分のペースを掴んだ流科大#6清水はシュートを決めて逆転に成
功。その勢いのまま得点をひろげ点差を6点とし第2ピリオドを終える。
【第3ピリオド】
第3ピリオド龍谷大ボールから始まり、龍谷大は見事なパスワークで流科大のディフェンスを崩していく。しかし龍谷大
のシュートが決まらない。流科大は次々と得点を重ね点差を14点へとひろげる。これ以上、点差を広げたくない龍谷
大は#2高橋が攻めデイープショットを沈めるが流科大はすぐさま応戦しリズムを崩さない。龍谷大#55野村がオフェン
スを整えシュートを放つがリングからこぼれおちる。しかし龍谷大#15刈川がリバウンドをとり、ブザーと同時にシュート
をきめ第3ピリオドを終える。
【第4ピリオド】
流科大#23龍のインサイドアウトでアンクルブレイクを誘ったあと見事にミドルレンジシュートをきめる。このプレーで龍
谷大は果敢に攻めるもミスが目立ち得点を許してしまう。点差が15点差になった龍谷大はたまらずタイムアウトをとり、
戦略を練る。タイムアウト後龍谷大の激しくなったディフェンスに流科大#23龍は体の強さを使いファウルをもらって
しっかりとフリースロー2本をしずめる。メンバーを変えた流科大はオフェンスに変化が起きる。流科大#6清水、#2垣崎
を中心に華麗なパスワークで龍谷大のディフェンスを崩していった。流科大#55渡辺は堅実なリバウンドでチームの
オフェンスを支え、リズムを崩すことなく流科大は80-62で試合を終えた。

主審 勝原 芳徳 副審 長谷川 悠貴 戦評

80 62

敗チーム

龍谷大学

番平・元澤(甲南大)

開始時間 17:00
会　　場 大阪商業大学
コ ー ト 勝ち点 6

男子 ２部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2016.09.24
流通科学大学


